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散歩

何もない、広々とした自分だけの小部屋。

窓をそっと開けてゆく。

今日はなんと穏やかなことか。

窓辺に溢れくる日の鮮やかさ。

なにやらすぐにも誘いだす。

それならさっそく出かけてみるか。

僕は、小道を歩いてゆく。

一歩一歩とまた一歩。

やっぱり散歩は快く、嬉しいまでに澄んだ空。

揺れる木漏れ日。小さな実。色とりどりの花。花。花。

風がときおり吹きよせて、肌を撫でゆく心地良さ。

なおも気ままな足どり軽く、ほのぼの日和に乗せてゆく。

僕は、丘の上までやってくる。

散歩もほど良し。見晴らしも良し。

腰を下ろして寝ころべば、薫る息吹は約束通り。

大地とともに一休み。

僕は、自身を受けとめる。
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